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米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
を
巡
る
沖
縄
の
受
け
止
め
等
に
対
す
る
政
府
の
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質

問
主
意
書

沖
縄
県
宜
野
湾
市
に
あ
る
米
海
兵
隊
普
天
間
飛
行
場
を
名
護
市
辺
野
古
に
移
設
す
る
政
府
案
に
反
対
し
、
普
天
間
飛
行
場
の

県
外
移
設
を
訴
え
、
二
〇
一
〇
年
の
知
事
選
挙
で
当
選
し
、
再
選
を
果
た
し
た
沖
縄
県
の
仲
井
眞
弘
多
知
事
が
、
昨
年
十
二
月

二
十
七
日
、
一
転
し
て
辺
野
古
の
埋
め
立
て
を
承
認
し
た
。
一
方
で
、
本
年
一
月
十
九
日
、
沖
縄
県
名
護
市
長
選
挙
が
執
行
さ

れ
、
反
対
す
る
現
職
が
二
期
目
再
選
を
果
た
し
た
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
九
〇
号
）
、
「
前
々
回
答

弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
五
九
号
）
並
び
に
「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
四
号
）
「
政
府
答
弁
書
二
」

（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
二
四
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
に
お
け
る
各
答
弁
内
容
に
つ
き
、
そ
れ
が
起
案
・

起
草
さ
れ
、
閣
議
に
か
け
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
防
衛
事
務
次
官
と
防
衛
省
官
房
長
は
、
そ
の
内
容
を
事
前
に
承
知
し
、
把
握

し
て
い
た
か
と
問
う
た
が
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
防
衛
省
地
方
協
力
局
に
お
い
て
起
案
し
、
同
省
に
お
い
て
し
か
る

べ
く
決
裁
を
経
た
上
で
、
内
閣
と
し
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
だ
け
で
、
明
確
な
答
弁
は
何
も
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
右
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
西
正
典
防
衛
事
務
次
官
と
黒
江
哲
郎
防
衛
省
官
房
長
は
、
「
政
府
答
弁
書

一



一
」
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
に
お
け
る
各
答
弁
内
容
が
起
案
・
起
草
さ
れ
、
閣
議
に
か
け
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
内
容
を

事
前
に
承
知
し
、
把
握
し
て
い
た
か
と
更
に
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書

（
平
成
二
十
六
年
三
月
十
四
日
内
閣
衆
質
一
八
六
第
五
九
号
）
一
、
二
、
四
、
五
、
七
、
八
、
十
、
十
一
及
び
十
三
に
つ
い

て
に
お
い
て
、
『
同
省
に
お
い
て
し
か
る
べ
く
決
裁
を
経
た
上
で
』
と
お
答
え
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
い
う
答
弁
が
な

さ
れ
て
い
る
。
「
同
省
に
お
い
て
し
か
る
べ
く
決
裁
」
の
中
で
、
西
次
官
と
黒
江
官
房
長
は
ど
の
よ
う
な
関
与
を
し
て
い
る

の
か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

過
去
の
質
問
主
意
書
で
、
名
護
市
長
選
挙
の
結
果
を
受
け
た
後
も
、
政
府
が
辺
野
古
移
設
を
断
行
す
る
の
な
ら
、
機
動
隊

の
出
動
等
、
反
対
住
民
と
の
物
理
的
な
衝
突
が
生
じ
る
こ
と
は
現
実
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
の
か
、
ま
た
政
府
が
辺
野
古

移
設
を
断
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
県
が
日
本
国
家
か
ら
の
独
立
志
向
を
高
め
、
我
が
国
の
統
治
に
大
き
な
影
響
が
出
る

懸
念
は
な
い
か
と
の
問
い
に
対
し
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
に
お
い
て
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
『
沖
縄
県
が
日
本
国
家
か
ら

の
独
立
志
向
を
高
め
、
我
が
国
の
統
治
に
大
き
な
影
響
が
出
る
』
よ
う
な
事
態
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
お
尋
ね
の
『
機
動

隊
の
出
動
等
、
反
対
住
民
と
の
物
理
的
な
衝
突
』
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
引
き
続
き
誠

二



実
に
説
明
し
、
沖
縄
の
皆
様
の
御
理
解
を
得
る
べ
く
全
力
で
取
り
組
み
な
が
ら
、
…
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
回

質
問
主
意
書
で
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な
答
弁
が
な
さ
れ
ず
、
「
前
々
回

答
弁
書
」
に
お
い
て
よ
う
や
く
質
問
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
答
弁
が
な
さ
れ
た
理
由
は
何
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁

書
」
で
は
「
政
府
と
し
て
は
、
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
十
四
条
に
基
づ
く
質
問
に
対
し
て
、
そ

の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
誠
実
に
答
弁
し
て
き
て
お
り
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
当
方
は
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
の
二
つ
と
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
に
お
け
る
答
弁
が
異
な
っ
た

理
由
に
つ
い
て
問
う
て
い
る
と
こ
ろ
、
右
に
つ
き
再
度
、
質
問
の
趣
旨
を
正
確
に
と
ら
え
た
答
弁
を
求
め
る
。

三

二
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
と
異
な
り
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
質
問
の

趣
旨
を
正
確
に
と
ら
え
た
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
答
弁
が

「
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
十
四
条
に
基
づ
く
質
問
に
対
し
て
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
誠
実
に

答
弁
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
「
政
府
答
弁
書
一
」
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
の
答
弁
の

ど
こ
に
誠
実
さ
が
あ
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
二
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ど
こ

に
「
誠
実
さ
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
誠
実
で
あ
る
」
と
言
い
切
る
の
は
答
弁
で
も
何
で
も
な
い
。
政
府
、

三



特
に
防
衛
省
に
お
か
れ
て
は
、
当
方
の
質
問
の
趣
旨
を
正
確
に
と
ら
え
た
上
で
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
と
異
な
り
、
「
政
府

答
弁
書
一
」
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
質
問
の
趣
旨
を
正
確
に
と
ら
え
た
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
答
弁
が
「
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
十
四
条
に
基

づ
く
質
問
に
対
し
て
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
誠
実
に
答
弁
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

四

「
前
回
答
弁
書
」
で
も
政
府
は
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
に
お
い
て
様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
辺
野
古
崎
地
区
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
水
域
に
代
替
施
設
を
建
設
す
る
現
在
の

計
画
が
、
同
飛
行
場
の
継
続
的
な
使
用
を
回
避
す
る
た
め
の
唯
一
の
解
決
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
し
か
し
、
一
九
九
七
年
、
当
時
の
橋
本
龍
太
郎
内
閣
に
お
い
て
も
普
天
間
飛
行
場
の
返
還
が
日
米
間
で
決
定
さ
れ
た
当

初
は
、
現
行
の
辺
野
古
崎
地
区
へ
の
移
設
で
は
な
く
、
よ
り
内
陸
側
へ
の
移
設
で
あ
り
、
ま
た
飛
行
場
の
形
態
に
つ
い
て
、

現
在
の
Ｖ
字
型
で
は
な
く
Ｌ
字
型
で
あ
る
等
、
様
々
な
違
い
が
あ
っ
た
と
承
知
す
る
。
更
に
は
、
代
替
施
設
建
設
に
係
る
費

用
も
、
当
初
は
一
千
億
円
程
度
だ
っ
た
も
の
が
現
在
は
四
千
億
円
と
、
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
も
の
と
承
知
す
る
。
返
還
が

決
定
し
た
当
初
の
計
画
か
ら
現
在
の
計
画
へ
と
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
経
緯
を
、
時
系
列
に
沿
っ
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

四



五

四
の
変
遷
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
い
つ
の
時
点
で
、
現
在
の
計
画
が
唯
一
の
解
決
策
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
の

か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


